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１．J-FLECのご紹介
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J-FLECについて

○J-FLEC（ジェイフレック）は金融経済教育を推進するため、
法律に基づき『2024年に設立された中立・公正な金融庁
所管の認可法人』です。

○幅広い年齢層に向けて､ 一人ひとりのニーズに応えた金融
経済教育の機会を官民一体で届けています。

J-FLECについて

➢正式名称：金融経済教育推進機構

（英）J-FLEC: Japan Financial Literacy and Education Corporation

➢根拠法：金融サービスの提供及び利用環境の整備等に関する法律

（2024年2月1日施行）

➢出資団体：政府、日本銀行、全国銀行協会、日本証券業協会

J-FLECのご紹介
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講師派遣事業

イベント・セミナー事業

「J-FLECはじめてのマネープラン」無料体験事業

「J-FLECはじめてのマネープラン」割引クーポン配布事業

学校等への支援事業

１

２

３

４

５

� 全国の企業や学校等に、J-FLEC講師を派遣し、金融経済に関する出張授業（無料）を展開。

� 全国各地で、社会人の方や事業会社（経営者の方）、教員の方などを対象とした、お金に関する
無料イベント・セミナーを開催。

� J-FLEC相談員（J-FLEC認定アドバイザー）による個別相談の無料体験を、J-FLECにおいて、
対面またはオンラインで実施。

� クーポン対象事業者（J-FLEC認定アドバイザー）による有料の個別相談をはじめて利用する方を対象
に、相談料が80％オフ（1時間あたり最大8,000円まで割引）になる電子クーポン（３時間分）を配布。

� 金融経済教育に関する研究活動などに取り組む学校を指定し、教育研究費の助成やアドバイス提供を実施。

事業概要
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２．金融経済教育はなぜ必要か
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金融経済の理解
金融商品の選択

家計管理 生活設計

3

1

4

2

（出所）金融庁金融研究センター「金融経済教育研究会報告書」

外
部
知
見
の
活
用

私たち一人一人が経済的に自立し、安心かつ豊かな生活を送るためには、
お金に関する知識や判断力を身につける事が必要で、そうした知識や判断力は、
金融経済教育によって育まれます。

最低限身に付けるべき金融リテラシー4分野 (参考P10)

金融経済教育の重要性
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○金融リテラシーとは、経済的に自立し、より良い生活を送るた
めに必要な『お金に関する知識や判断力』のことです。

○金融リテラシーを育むことは安心した生活に繋がります。

� 家計管理がしっかりしている。

� 計画を立ててお金を準備しているので、やりたいことを実現しやすい。

� 緊急時の備えがあるので、危機（自身の病気やケガ、不景気による

収入減など）に強い。

� 詐欺や多重債務などの金融トラブルにあうことが少ない。

� 経済的に自立し、より良い暮らしを送ることができる。

金融リテラシーが高い人の特徴

金融リテラシーとは
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� 少子高齢化

成年年齢引き下げ、資産寿命の延伸・・・

� デジタル化

キャッシュレス、フィンテック、金融トラブル・・・

� 多様化

職業選択、金融商品・サービス…

金融経済・社会環境の構造的な変化

なぜ金融リテラシーが必要なのか？

⇒ 今後の社会や自分自身の将来を見据え、 金融に主体的に関わり意思決定
していくための資質・能力（金融リテラシー）が一層求められている
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３．何を学ぶか

金融リテラシー・マップについて



10最低限身に付けるべき金融リテラシー（金融リテラシー・マップ）

� 金融庁では、2012年11月に有識者・関係省庁・関係団体をメンバーとする「金融経済教育
研究会」を設置して、今後の金融経済教育の在り方について検討を行い、2013年4月に報
告書を公表。同報告書において、「生活スキルとして最低限身に付けるべき金融リテラシ
－」が示された

� 「最低限身に付けるべき金融リテラシー」の内容は、「家計管理」、「生活設計」、「金融知識及
び金融経済事情の理解と適切な金融商品の利用選択」および「外部の知見の適切な活用」
の４分野に分かれており、「金融リテラシー・マップ」は、その内容を、年齢層別に、体系的か
つ具体的に記したもの

� 国民一人ひとりが、生活スキルとして最低限身に付けるべき金融リテラシーを体系的かつ
具体的にマッピングした「金融リテラシー・マップ」には、学習指導要領・同解説に示された教
科等の内容に加え、各教科における発展的な学習や、総合的な学習の時間および特別活動
において実践されてきたものも含んでいる



11金融リテラシー・マップの概要（主な内容 ①）



12金融リテラシー・マップの概要（主な内容 ②）



13金融リテラシー・マップの概要（主な内容 ③）



14金融リテラシー・マップの概要（主な内容 ④）



15（参考）学校等における消費者教育

� 消費者教育では、「収入と支出」、
「契約」、「ローン・クレジット」、
「消費者トラブル」等の知識の
習得を求めている。

� 金融経済教育では、上記に加え、
「金融分野共通」、「資産形成」、
「保険」についても知識の習得
を求めている。

▽消費者教育の推進に関する基本的
な方針（平成２５年閣議決定）

「・・・金融リテラシーは、自立した消費
生活を営む上で、必要不可欠であり、
消費者教育の重要な要素であること
から、金融経済教育の内容を消費者
教育の内容に盛り込むとともに、
金融経済教育と連携した消費者教育
を 推進することが重要・・・」
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４．どのように学ぶか



17学校現場における悩み

（出典）金融経済教育を推進する研究会
「中学校（教員・生徒）における金融経済教育の実態調査
報告書」（２０２２年１０月）、「高等学校（教員・生徒）におけ
る金融経済教育の実態調査報告書」（2023年9月）より

〇金融経済教育を授業で取り扱う際に、難しいと感じていること

J-FLECが提供しているさまざまな支援ツールを活用いただくことが可能

� 講師派遣（J-FLECが認定した講師による、無料の出張授業）

� 「わかりやすく金融リテラシーが学べる」教材の無償提供

� 教員の方向けのセミナー開催



18講師派遣（出張授業）

〇 「金融リテラシー・マップ」に沿って、年齢層別に最低限身に付けるべき金融リテラ
シーを習得いただけるよう、「標準講義資料」をもとに、J-FLECが認定した講師
が授業を実施。講義料や派遣に係る交通費は無料（J-FLECが負担）。

年齢層 学べる主な内容（例）

小学生
「おこづかいから学ぶお金の話」

・おこづかいの使い方、貯め方、お金の流れ・トラブルの事例など
※ ドリル・ゲーム・クイズなども活用した参加型形式もあり

中学生・
高校生

「大人になる前に知っておきたいお金の話」
・収支管理の基本、お金の貯め方のコツ、資産形成と経済活動の関係性、

クレジット・奨学金の仕組みと注意点、金融トラブルの防止など

大学生・
若手社会人

（10代～20代）

「社会人として知っておきたいお金の話」
・家計管理や給与明細の見方、資産形成の基本（長期・積立・分散）や支援制度

（NISAなど）、社会保険と民間保険、クレジット、奨学金、金融トラブルの防止など

中堅社会人
（30代～40代）

「将来に向けて知っておきたいお金の話」
・家計の現状把握から外部知見（お金の専門家）の活用を通じた将来設計・

資産形成の考え方、社会保険と民間保険、各種ローン、金融トラブルの防止など

ベテラン社会人
（50代以上）

「リタイア前後に知っておきたいお金の話」
・定年退職後の生活を見据えた年金などの社会保険、退職金、

税金の仕組みのほか、資産寿命の延伸、贈与・相続・終活などの概要

※ 特別支援学校向け、教員向けにも研修・授業を実施します。

※ 講義資料は、J-FLEC以外の教育活動を行っている方々にも参考としていただくため、J-FLECホームページにて公開しています。



19標準講義資料（小学生向け）の概要

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年

おこづかいから学ぶお金の話

１ お金ってなんだろう？

２ おこづかいのつかいかた

３ お金をためてみよう

おこづかいから学ぶお金の話

１ お金の使い方を考えよう

２ お金の流れを知ろう

３ お金をためてみよう

４ 身の回りの危険に気をつけよう

５ お金のトラブルに気をつけよう

標準講義資料（目次）

クイズなども交えながら、お金の

使い方・トラブル事例などを学びます。



20小学校高学年向け 標準講義資料抜粋①

小学校高学年向けに、お金の使い方（いわゆるニーズとウォンツ）を解説。おこづかい帳

の付け方からの振り返り方法、キャッシュレスに関する内容にも触れる。



21小学校高学年向け 標準講義資料抜粋②

働くことの必要性に加え、消費税などの事例を挙げて税金（租税）についても解説。

クイズ形式で手を挙げてもらうなど、参加型の授業が可能。



22小学校高学年向け 標準講義資料抜粋③

身近な話から物価の変動理由を考えてもらうこととあわせて、将来の目標に向かって

貯蓄すること・貯蓄方法についても解説。



23小学校高学年向け 標準講義資料抜粋④

身の回りのリスク、保険の仕組みを理解するとともに、お金に関するトラブル事例

（お金の貸し借りや詐欺、オンラインゲームでの課金）などを解説。



24標準講義資料（中・高校生向け）の概要

中学生 高校生

大人になる前に知っておきたいお金の話

１ 【はじめに】金融リテラシーってなに？

２ 【使う】生活設計（ライフプランニング）

３ 【使う】家計管理と決済

４ 【貯める・増やす】資産形成の基本

５ 【備える】保険の仕組み

６ 【借りる】ローン・クレジット

７ 【注意】金融トラブル

大人になる前に知っておきたいお金の話

１ 【はじめに】金融リテラシーってなに？

２ 【使う】生活設計（ライフプランニング）

３ 【使う】家計管理とキャッシュレス

４ 【貯める・増やす】資産形成の基本（長期・積立・分散）

５ 【備える】社会保険と民間保険

６ 【借りる】ローン・クレジット、奨学金

７ 【注意】金融トラブル

標準講義資料（目次）

成人を迎えるにあたって知っておくべき

お金の知識を学びます。



25高校生向け 標準講義資料抜粋①

成年年齢の引き下げから、生活設計の重要性、働き方の違いによる年収の差など

基礎的な項目を幅広く解説。人生の様々な場面でかかるお金をイメージ。



26高校生向け 標準講義資料抜粋②

各自のスマホでシミュレーターを実施いただくことも可能。また、手取り収入の考え方や

収入と支出のバランス、ニーズとウォンツについても解説。



27高校生向け 標準講義資料抜粋③

資産形成の基礎的な知識から、運用に関しての金融商品の考え方、リスクとリターンの

関係性を解説。「ローリスク・ハイリターンはない」ことも触れる。



28高校生向け 標準講義資料抜粋④

投資をする際の視点「長期・積立・分散」を解説。また複利効果・72の法則も解説。

話題のNISAも概要を説明。SNSではなく信頼できるサイト（金融庁）などを紹介。



29高校生向け 標準講義資料抜粋⑤

社会保障制度の仕組みとともに、生活を支える社会保険と民間保険を解説。

ローン・クレジットの仕組みや、リボ払いの注意喚起も具体事例を挙げて実施。



30高校生向け 標準講義資料抜粋⑥

大学進学で利用者の多い奨学金の解説。また金融トラブルに関しても事例を挙げて解説

するとともに、遭わないための考え方、遭ってしまった際の相談先を紹介。
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５．学校への支援事業



32金融経済教育研究校制度のご案内 ①

 全国各地で、金融経済教育に関する研究活動や実践に積極的に取り組む学校を指定し、教育研究費の助成や研
究・実践計画作成に当たってのアドバイスの提供など、さまざまなかたちで支援しています。

 研究校制度についてご関心のある学校がありましたら、沖縄県金融広報委員会にご連絡頂きますようお願い申
し上げます。

〇金融経済教育研究校とは
� 生徒、児童、幼児の発達段階に応じた金融経済教育の研究・実践を支援するために、J-FLEC及び都道府県金

融広報委員会が指定
� 研究校の対象は、高等学校、高等専門学校、高等専修学校、中等教育学校、中学校、義務教育学校、小学校、幼

稚園、保育所、認定こども園、特別支援学校
� 金融リテラシー・マップと明確に紐づく内容（幼稚園、保育所、認定こども園については、金融リテラシー・マッ

プの小学校低学年の内容を踏まえつつ、その導入になりうるもの）であれば、研究内容は研究校で自由に設定
可能

〇研究校に対する支援
� 教育研究費の助成（教育研究費上限：幼稚園等１５万円、小学校以上30万円、公開授業費は別途）
� J-FLEC作成教材の無償提供
� 講師派遣
� 研究・実践計画立案に関する支援

〇研究校として行っていただくこと
� 金融経済教育の研究・実践
� 研究・実践の報告（金融経済教育協議会や公開授業での実践報告、報告書の作成）
� 助成費の支出報告   



33金融経済教育研究校制度のご案内 ②

 研究校の実践例（高校のケース）
○指導方法・指導内容

「家庭基礎」（導入編）と「公共」（発展編）によるクロスカリキュラムとし、全 15 時間の構成とした。
1 学期の「家庭基礎」では、ペア学習で進学費用や生活費を調べたうえで、グループ学習による意見交換で資金管

理や生活設計の考えを深めさせた。2 学期の「公共」で、地元の小売業の代金決済方法やポイントサービス等をグ
ループ毎に分析。金融が身近な存在であることを理解させた。

○生徒や保護者の反応
生徒は「家庭基礎」で学んだ資金管理や生活設計の意味を、「公共」で分析した視点も踏まえながら、自らの問題と

して捉えるようになった。
当初、生徒の多くが、「お金の管理や生活設計を意識したことがない」等と発言していたが、最終的には「お金の流

れや資金管理の重要性を理解できた」、「スマホ決済等、自分の生活を金融機関が支えていることが分かった」等と
発言しており、暮らしを支える金融の重要性を理解できたように思われる。

 研究校の実践例（小学校のケース）
○指導方法・指導内容

児童が金銭管理の面で自らの考えを持ち、主体的に行動できるようにすることを目標に、「家庭科」及び「総合的
な学習の時間」で多面的に学習する計画とした。

「家庭科」では５種類の文具から欲しいものを選択させ、選んだ理由と必要性についてグループ討議を行った。「総
合的な学習の時間」では、特産の果実栽培と収穫後の販売実習により、勤労の尊さとお金の大切さを学習させた。

○児童や保護者の反応
児童は、栽培の大変さや販売する際の値付け等を経験することで、勤労やお金の尊さを実感できるようになった。
児童は、「欲しいものと必要なものを考えながら買物する」、「お金を得る苦労が分かったので大切につかいたい」

と語る等、ニーズとウォンツを理解・把握し自らの考えを持ち主体的に行動できるとした目標が達成できたように思
われる。保護者からは、「買物の際慎重に商品を選ぶなど、お金の大切さを理解したようだ」との声が聞かれている。



34

６．（ご参考）J-FLEC提供教材
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●対象：小学生

●学習に必要な時間（目安）：1～２時間

●教材：全２０ページで、冊子（紙）またはPDFで提供可能です。

【生活編の内容】 【経済編の内容】

〇 子どもたちがお金について楽しく学べる、小学生向けコンテンツ「うんこお金ドリル」を提供

〇 日々のお金の使い方などをテーマにした「生活編」と、お金が社会の中でどう回っているのかをテーマ
にした「経済編」があります。

うんこお金ドリル



36チャレンジ！おかしの株式会社①

●対象：小学校高学年～中学校
●学習に必要な時間（目安）：90～100分
●使用する教材：児童用ワークブック、パッケージ、パッケージ用シール、株券シート、お金券、

DVD教材（複数回申込の場合は初回時に発送したDVDをご使用ください）
●その他ご準備いただくもの：カラーペン、DVDが再生可能な機器、プロジェクター等

〇 おかしの株式会社経営の体験を通して、株式会社の仕組みやお金の流れ（資金調達）に
ついて楽しみながら学べる教材です。



37チャレンジ！おかしの株式会社②

●学習の基本的な流れ ●利用者の声

� 自分たちで実際に株式会
社での商品開発を体験す
ることができたので、金
融や株式会社のことをよ
り身近に感じることがで
きた。

� 株式とは、世の中を支え
ていくために大切なもの
だと思った。

� 自分の企画をプレゼンす
るという経験は今後も役
立つものだった。



38チャレンジ！おかしの株式会社③

【ワークブック（抜粋）】

� ワークブックとDVD教材で、
株式会社の基本について学びます。

� 資金調達のために、商品の企画や
パッケージ製作・発表を行います。



39生活設計・マネープランゲーム①

●対象：中学生～高校生
●学習に必要な時間（目安）：20～60歳まで体験するフルバージョンで100分程度

20～30歳代のみ体験する短縮版で50分程度
●教材：資料集、カード、ワークシート、指導者用資料

J-FLECホームページから申込が可能（サンプルデータはWEBでご覧いただけます）

〇 「人生には様々な選択がある」ことに気付き、「計画性を持って生活をしていく必要性がある」こと
を体感してもらう、アクティブラーニング型の教材です。

〇 4～5人の班を作って、カードを引いたり、カードを選んだりしながら、将来の生活をシミュレートす
ることができます。



40生活設計・マネープランゲーム②

� 本教材の体験を通じて、お金の知識を身につけることができたか。

－収入（額面と手取り収入）、

支出（消費支出と非消費支出）、

大きな資金が必要なライフイベント

借入（特長と注意点）、働き方 など

� 本教材の体験を通じて、どのようなことに気づくことができ、今後役立てられるか。

－家計管理、生活設計の大切さ

－ライフイベントとそれに向けた準備

－個人の消費生活と経済のかかわり など

●活動評価のポイント



41株式学習ゲーム

●対象：中学生～大学生
●学習に必要な時間（目安）：１か月以上が望ましい

（参加時間が短いと株価の動きと社会の動きの関係が分かりにくくなります）

●教材：ガイドブック
教材データ（PDF）はWEBで取得可能ですが、ご利用にあたっては申込が必要です。

〇 仮想所持金（1,000万円）をもとに、東京証券取引所に上場している銘柄について、どの銘柄を
売買するのか議論しながら、実際の株価（終値）に基づいて株式の模擬売買を行うシミュレーション
教材です。

〇 株式の模擬売買を通じて、株価変動の背景となっている現実の経済・社会の動きに生徒たちの目を
向けさせることを目的としています。

【ガイドブック（中学生・高校生向け）】 【シミュレーション（株式学習ゲームホームページ）】



42これであなたもひとり立ち

〇 自立して暮らしていくために必要な、経済生活上の実践的な基礎知識が身に付くよう作成されたワーク
ブック形式の教材です。

〇 収支管理、住居選び、クレジットカードやネット取引の利用、悪質商法対策、資産形成、健康と経済的な側
面に配慮した食生活管理など、16テーマのワークがあります。

●対象：高校生
●学習に必要な時間（目安）：１ワークあたり１～２時間 （要点を中心に扱えば、１コマでカバー可能）

●教材：ワークブック、指導書、電子教材
教材データ（PDFなど）はWEBで取得可能です。



43お金のキホン

〇 生徒が将来のライフプランを描き、ローンやクレジットなどの金融商品を正しく適切に利用できるように
わかりやすく解説した教材です。

〇 授業計画や授業方法に合わせて使える「講義型教材」と、ドラマ仕立てで多重債務について学べる「動画
型教材」があります。

●対象：高校生
●学習に必要な時間（目安）：テーマ・教材による

●教材：各教材データ（PDFなど）はWEBで取得可能です。
＜講義型教材＞
生徒用テキストブック、資料集、授業用スライド、ワーク集
＜動画型教材＞
多重債務に陥る怖さと対策、クレジットとローンの仕組みを
ドラマ仕立て（シナリオ展開は４パターン）で解説した映像



44資産形成タイムトラベル

●対象：中学生～大学生
●学習に必要な時間（目安）：50～60分程度
●教材：資産運用記録表・ワークシート、使い方マニュアル（PDF）は

WEBで取得可能です。また、振り返り動画もWEBで視聴可能です。

〇 過去にタイムトラベルして、「あの時投資をしていたらどうなっていたか」を体験する資産形成体験
シミュレーション教材です。

○ ポートフォリオ（金融商品の組合せ）を考え、最大20年間の積立運用を行います。

〇 資産形成を疑似体験することで、社会や経済の動きと金融商品の価格変動の関係を体感するとと
もに、金融商品のリスクとリターンの関係や資産形成における長期・積立・分散投資の効果について
理解を深めることができます。

【リスクとリターンの関係について説明】

【金融商品の説明】

【シミュレーション（運用成績の推移例）】



45

〇 社会人や経営者、教員の方等を対象としたイベント・セミナーを無料で開催。

〇 忙しくて時間がない方、遠隔地にお住まいの方にもご参加いただけるよう、イベント・セミ
ナー会場だけでなく、オンラインによる参加やオンデマンド動画による視聴も可能。

【イベント・セミナー例】

対象層 主な内容等

社会人
「社会人として身に付けておきたいお金の話」

・収支管理・資産形成の基本や利用できる制度（NISA等）、社会保
険と民間保険など

事業会社
（経営者）

「職域における金融経済教育のメリット」
・人材確保の観点からの金融経済教育の重要性、企業における取
組み事例の紹介など

教員向け

「基礎から知りたいお金の話」
・先生自身に知っていただきたい、家計管理・資産形成などの基本

とポイント

「生徒に伝えたいお金の話」
・授業でお金について教える際のポイント、授業で使えるJ-FLEC
教材の体験など

親子向け
「お金の使い方・貯め方体験プログラム」

「会社の仕組みやお金の流れを学習できるワークショップ」

（参考）各種イベント・セミナーの開催



46（参考）各種イベント・セミナーの開催



47免責事項

• 本資料における記載事項は、本資料の日付時点のものであり、今後変更となる可能性があります。

• 本資料の無断転用・転載・使用を禁じます。


